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北
九
州
歴
史
文
化
遺
産
　
第
六
十
九
回

杉
田
久
女
、
竹
下
し
づ
の
女
ら
女
性
俳
人

明
治
時
代
、
近
代
俳
句
の
最
初
期
、
杉
田

久ひ
さ
じ
ょ女
、
竹
下
し
づ
の
女
を
は
じ
め
と
し
て
、

女
性
俳
人
が
輩
出
し
た
。
作
品
の
格
調
の
高

さ
、
真
摯
な
生
き
方
等
は
今
も
人
を
引
き
付

け
て
や
ま
ず
、
そ
の
精
神
は
現
在
に
引
き
継

が
れ
、
新
た
な
人
材
を
生
み
出
し
て
い
る
。

谺こ
だ
ま

し
て
　 

　
　
山
ほ
と
と
ぎ
す
　 

　
　
　
　
　
ほ
し
い
ま
ま

杉
田
久
女
の
代
表
作
の
一つ
で
あ
る
。
そ
の

句
は
、
格
調
の
高
さ
と
華
や
か
さ
を
添
え
て

い
る
。
た
だ
、
彼
女
の
人
生
は
決
し
て
一
筋
で

は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
労
苦
に
費
や
さ
れ
る

生
涯
で
も
あ
っ
た
。

杉
田
久
女
は
１
８
９
０
年
（
明
治
23
年
）

5
月
、
鹿
児
島
市
で
出
生
し
、
本
名
＝
赤
堀　

久ひ
さ

。
父
赤
堀
廉
蔵
は
大
蔵
省
書
記
官
で
、
そ

の
転
勤
に
伴
っ
て
久
女
も
12
歳
に
な
る
ま
で

沖
縄
の
那
覇
市
、
台
湾
の
台
北
市
な
ど
に
移

住
。
さ
ら
に
は
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
附

属
高
等
女
学
校
（
現
・
お
茶
の
水
女
子
大
付

属
中
・
高
校
）
を
卒
業
し
た
翌
年
の
１
９
０

９
年
（
明
治
42
年
）、画
家
で
旧
制
小
倉
中
学

（
現
・
県
立
小
倉
高
校
）
美
術
教
師
の
杉
田

宇
内
と
結
婚
。
彼
の
任
地
の
小
倉
市
（
現
・

北
九
州
市
）
に
移
っ
た
。

久
女
が
俳
句
に
触
れ
た
の
は
１
９
１
６
年

（
大
正
５
年
）、
俳
人
の
兄
が
小
倉
の
久
女
の

家
に
寄
宿
、
こ
の
時
、
兄
よ
り
手
ほ
ど
き
を

受
け
た
の
が
始
ま
り
。
こ
れ
を
機
に
翌
１
９

１
７
年
、初
め
て
俳
句
雑
誌
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

(

１
８
９
７
年
柳
原
極
堂
に
よ
る
創
刊)

に
投

句
し
、
5
月
、
句
会
で
初
め
て
高
浜
虚
子
に

出
会
っ
て
崇
敬
し
、
彼
女
も
そ
の
才
を
磨
い
て

い
っ
た
。
虚
子
に
、
俳
句
上
達
の
道
を
尋
ね
、

彼
か
ら
は
「
下
手
な
技
巧
を
用
い
ず
、
素
直

に
作
句
せ
よ
」と
教
え
を
受
け
た
の
を
契
機
に
、

ひ
た
す
ら
、
こ
の
道
を
進
ん
だ
と
い
う
。

１
９
３
１
年（
昭
和
6
年
）、上
記
の
句「
谺

（
こ
だ
ま
）
し
て　

山
ほ
と
ぎ
す　
ほ
し
い
ま

ま
」
が
帝
国
風
景
院
賞
金
賞
20
句
に
入
選
。

翌
１
９
３
２
年
（
昭
和
7
年
）
3
月
、
女
性

だ
け
の
俳
誌
「
花
衣
」
を
創
刊
、
同
10
月
、

星
野
立
子
ら
と
共
に
女
性
初
の
「
ホ
ト
ト
ギ

ス
」
同
人
と
な
り
、
彼
女
の
句
が
そ
の
巻
頭

を
飾
る
こ
と
が
増
え
た
。

作
家
多
胡
吉
郎
氏
に
よ
る
と
、
彼
女
は
ま

た
、
朝
鮮
半
島
で
出
さ
れ
て
い
た
俳
句
誌
「
か

り
た
ご
」
の
「
婦
人
雑
詠
」
欄
の
選
者
と
し

て
も
活
動
、「
女
流
俳
句
の
た
ど
る
べ
き
道
は
」

と
苦
心
し
て
い
た
と
い
う
。

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」同
人
の
除
名
　 

真
相
は
不
明

と
こ
ろ
が
１
９
３
６
年（
昭
和
11
年
）10
月
、

久
女
は
理
由
不
明
の
ま
ま
、
日
野
草
城
、
吉

岡
禅
寺
洞
と
と
も
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
同
人
を

除
名
さ
れ
た
。
そ
の
経
緯
、
理
由
等
は
今
も

っ
て
判
然
と
し
な
い
。
久
女
は
句
集
の
出
版

を
切
望
し
、
高
浜
虚
子
に
序
文
を
再
三
頼
む

な
ど
し
て
い
た
が
黙
殺
さ
れ
て
い
た
。
除
名
後

も
、
終
生
、
虚
子
を
慕
い
、「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

へ
の
投
句
は
続
け
た
が
鬱
々
と
し
た
日
々
で
心

身
を
衰
弱
さ
せ
、
１
９
３
９
年
、
俳
人
と
し

て
の
生
き
方
に
終
止
符
を
打
っ
た
。

久
女
は
太
平
洋
戦
争
敗
戦
直
後
の
１
９
４

５
年
（
昭
和
20
年
）
10
月
、
食
糧
難
に
よ
る

栄
養
障
害
で
福
岡
県
立
筑
紫
保
養
院
に
入
院
。

翌
１
９
４
６
年
1
月
21
日
、
栄
養
障
害
に
起

因
し
た
腎
臓
病
の
悪
化
で
同
院
で
死
去
し
た
。

55
歳
。
愛
知
県
小
原
村
（
現
：
豊
田
市
）
の

夫
・
杉
田
宇
内
家
の
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。

そ
の
生
涯
に
つ
い
て
虚
子
は
、
久
女
没
後
の

同
年
11
月
号
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
お
い
て
、

久
女
に
つ
い
て
「
遂
に
は
常
軌
を
逸
す
る
よ
う

に
な
り
、
所
謂
手
が
つ
け
ら
れ
ぬ
人
に
な
っ
て

き
た
」
と
、さ
ら
に
１
９
５
２
年
10
月
刊
行
の

「
杉
田
久
女
句
集
」
序
文
で
「
そ
の
時
分
の

久
女
さ
ん
の
行
動
に
や
や
不
可
解
な
も
の
が

あ
り
、
私
は
た
や
す
く
そ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
。

此
の
事
は
久
女
さ
ん
の
心
を
焦
立
た
せ
て
そ

の
精
神
分
裂
の
度
を
早
め
た
」
と
記
し
て
い
る
。

虚
子
の
こ
の
よ
う
な
記
述
に
つ
い
て
は
、「
ホ

ト
ト
ギ
ス
」
か
ら
除
名
し
た
こ
と
に
正
当
性

を
与
え
る
虚
子
の
言
い
繕
い
だ
っ
た
の
で
は
、

と
読
む
人
も
い
る
。

没
後
の
１
９
５
２
年
、
久
女
の
長
女
で
同

じ
く
俳
人
と
な
っ
た
石
昌
子
に
よ
っ
て
、
久

女
自
身
が
切
望
し
て
い
た
句
集
が
刊
行
さ
れ

た
。
そ
の
中
で
、「
こ
だ
ま
し
て
…
…
」
を
は

じ
め
、「
花
衣　
ぬ
ぐ
や
ま
つ
は
る
紐
い
ろ
い
ろ
」

「
足
袋
ぬ
ぐ
や　
ノ
ラ
と
も
な
ら
ず
教
師
妻
」

と
い
っ
た
代
表
句
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

そ
の
生
涯
は
、
松
本
清
張
の
小
説
「
菊
枕
」

の
モ
デ
ル
に
も
な
っ
て
い
る
。

北
九
州
に
ゆ
か
り
の
あ
る
、 

女
性
俳
人
た
ち
の
活
躍

竹
下
し
づ
の
女
は
久
女
よ
り
3
年
早
い
１

８
８
７
年
（
明
治
20
年
）
生
の
行
橋
市
出
身
。

福
岡
女
子
師
範
学
校
（
現
：
福
岡
教
育
大
）

で
学
び
、「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
で
活
躍
。
大
正
9

年
8
月
号
の
巻
頭
句

「
短
夜
や
　
乳
ぜ
り
泣
く
児
を
　

す
て
っ
ち
ま
を
か
」

こ
れ
は
、
彼
女
の
代
表
的
な
一
句
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
久
女
や
長
谷
川
か
な
女
と
と

も
に
、
大
正
期
の
女
流
俳
人
黄
金
時
代
を
築

い
た
一
人
と
評
さ
れ
て
も
い
る
。
１
９
５
１
年

（
昭
和
26
年
）
没
。
戦
後
の
代
表
的
俳
人
と

し
て
活
躍
し
た
橋
本
多
佳
子
（
１
８
９
９
～

１
９
６
３
）
も
久
女
の
指
導
を
受
け
た
一
人
。

結
婚
後
、
小
倉
の
櫓
山
荘
に
居
し
、
久
女
の

生
き
方
に
接
し
て
句
作
を
始
め
、
後
、
虚
子

に
師
事
し
た
。

　
　
　
　
　
シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ　

村
田
和
夫

杉田久女

「天籟通信」代表
福本 弘明氏

北九州を拠点に俳誌「天籟通信」代表を務め、

俳壇の東西を問わず多彩な活動で知られま

す。特に女流俳人・杉田久女（1890-1946）へ

の敬慕を軸に、「杉田久女を訪ねて」講座など

を開催し、彼女が主婦・母としての日常を保

ちながら俳句に打ち込んだ姿勢を掘り下げ

伝えています 。

また北九州俳句協会会長などを歴任し、地域

の文化振興と後進育成にも尽力。句集『梨の

木』を刊行し、自身の還暦や自然観をユーモ

アと共に詠み、俳句の普及・深化を図ってい

ます 。

2025年9月30日(火)
10:00~11:30 <開場9:30 >

会場

参加費

定員
申込期限

小倉城庭園研修室
（小倉北区城内1-2）
会員1,500円
一般2,000円
（資料代含む）
20名（事前予約制）
9月25日（木）

プロフィール

講師

北九州歴史文化塾
講演会

杉
田
久
女
の

　生
涯
と
作
品
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